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●動物は責任をもって飼いましょう

●あなたの生活習慣が病気をつくっている

●老人医擦葵制度にづいて

●学校地域支援ボランティア推進事業がスタート

●衆議院議員総選挙投・開票結果

●10月１日は国勢調査の日です

２～３

４～５

６心７
８
８
９

発行／壬生町役場　�321一〇292　栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集／総務部企画財政課広報広聴係

　　　　　　　　　　　　　　　ホームペ一ジアト;レスhttp://www.t-cnet.or.jp/^‘mibu/

宣0282-81 -1 81 4　毎月23日発行

酉〇282-82-8262

一

禽な内密



.－､ミ／

､-

　
犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
利
う
家
庭
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
、
家

族
や
友
人
同
様
、
か
け
が
之
の
な
い
存
在
と
し
て
動

物
に
接
す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
虐
待
を
受
け
た
り
、
利
い
主
に
捨
て

ら
れ
た
り
し
て
い
る
動
物
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
毎

年
、
利
い
主
が
利
之
な
く
な
り
、
保
健
所
等
に
引
き

取
ら
れ
る
犬
や
ね
こ
も
数
多
く
い
ま
す
。

　
最
後
ま
で
世
話
が
で
き
る
か
よ
く
考
え
ず
に
、

「
利
い
た
い
」
と
衝
動
的
に
利
い
は
じ
め
、
面
倒
が

見
切
れ
な
く
な
っ
た
ら
捨
て
て
し
ま
う
Ｉ
Ｉ
－
―
そ
ん

な
飼
い
主
が
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
を
不
幸
に
し

て
い
る
の
で
す
。

　
動
物
は
ぬ
い
ぐ
る
み
と
は
違
い
ま
す
。
与
え
ら
れ

た
生
を
一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
尊
い
命
で

す
。
利
い
主
に
は
、
そ
の
動
物
の
命
を
大
切
に
し
、

生
涯
面
倒
を
み
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
動
物
を
利
お
う
と
す
る
人
は
、
是
非
利
う
前
に
、

利
え
る
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。
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特≧のﾌﾟこ白ねこがご近所から好かれるために

他人に迷惑や危害を及ぼさない心配りとしつけが大切です。

すべての人が、犬・ねこが好きとはかぎりません。

ルールを守らない犬・ねこの飼い方は、だれでも不快です。

みんながら、理解の得られるよう、飼い主は責任と自覚をもって犬・ねこを飼いましよう。

動物の本能、習性や生理をよく理解し、家族の一員として終生飼いましよう。

皿皿諒鎖皿
四部
◆他の人に迷惑をかけないよう、責任をもっ

　て飼いましよう。

幼懲睦誼旭疆磁剋宙
鎧虚礦狸階討
◆「鑑札・注射済票」は、必ず犬の身につ

　け乙おいてください。

蝕睦向丿４凶鵬一･諸i嘸

巻鮨鮑暗晦恚心血9j
◆鳴き声が近所の迷惑にならないよう、し

　つけをしましよう。

◆飼っている場所、その周辺を常に清潔に

　することを心がけましよう。

◆飼い犬万人に危

　害（人をかんだ

　等）を加えた場

　合は、届け出方

　必要で可。

軍制匯冶忠恕鴎忿竣回

◆必要のない繁殖はさせないように、避妊

　去勢手術を受けましよう。

匍鴎励鵬御遊馴が

◆家のなかやサークルで飼っている大でも、

　カミナリや花火なご大きな音がしたとき、

　おごろいて外に飛び出雅ことがありま程

　ので注意しましよう。

◆また、散歩のときは、必ず、引き綱をつ

　けましよう。

m皿皿l
－對
◆散歩中「ふん」をしたときは、必ず持ち

　かえり、処分しましよう。

皿m心

誰誰狸息胞艦齢４慈淘
な吠翁仙
◆いなくなった場合、保護した場合は最寄

　リの警察署にもお知らせください。

ｊ ｌ ◆新聞・ポスター等で

　情報を集めるのもー

　つの方法で雅。

◆犬・ねこの首輪には

　連絡先（電話番号な

　ご）を書いておきま

　しよう。

問合せ･連絡先

町保健課環境公害係�81 －1834

３
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あなたの生活習慣が病気をつくっている!?

～成人病から生活習鮮へ～

　
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ご
、
か
つ
て
成
人
病
と
さ
れ
て
い
た
疾

患
は
、
今
で
は
、
「
生
活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
で
い
ま

可
。
こ
れ
ら
の
病
気
に
、
毎
日
の
生
活
習
慣
が
深
く
か
か
わ
っ
乙
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
↓
９
．
今
の
あ
な
た
の
生
活
が
、
1
0
年
、
2
0
年

先
の
健
康
状
態
を
左
右
す
る
の
で
↓
９
．
い
つ
ま
で
も
健
や
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に
、
も
う
一
度
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
よ
う
。

自
分
の
健
康
は

　
　
自
分
で
つ
く
る

　
生
活
習
慣
病
は
、
長
年
の
生
活
態
度

の
積
み
重
ね
で
起
き
る
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
ジ
ワ

-

ジ
ワ
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
気
が
っ

い
た
と
き
に
は
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
病

気
を
予
防
す
る
に
は
、
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
自
分
で
確
立
す
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
食
生
活
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、今年度開催されて:いる生活習慣病予防&実践教室にて

飲
酒
・
…
あ
な
た
の
生
活
習
慣
、
大

丈
夫
で
す
か
？

ま
ず
は
歩
く
７

か
ら
始
め

　
運
動
に
は
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
だ

け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
酸
素
を
た
っ
ぷ
り
取
り
込
ん

で
体
の
働
き
を
活
性
化
す
る
有
酸
素
運

動
を
、
3
0
分
以
上
か
け
て
行
う
の
が
効

果
的
で
す
。
一
番
簡
単
で
だ
れ
に
で
も

で
き
る
の
は
、
歩
く
こ
と
。
外
を
歩
け

ば
気
晴
ら
し
に
も
な
り
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
。

特
別
な
時
間
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
生

活
の
な
か
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

生
活
の
な
か
に

　
　
　
オ
ア
シ

　
規
則
正
し
い
生
活
や
、
入
浴
な
ど
で

心
身
の
疲
れ
を
解
消
す
る
こ
と
、
ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
に
休
日
は
自
分
の
趣

味
に
没
頭
す
る
こ
と
は
、
健
康
維
持
の

た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。
ゆ
と
り
あ

る
生
活
や
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
環
境
は
、
健
康
を
つ
く
る
た
め
に

不
可
欠
で
す
。

健
康
の
た
め
に

ぜ
ひ
禁

た
ば
こ
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
筋

-

歩
く
こ
と
は
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
↓
９

梗
塞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
危
険

因
子
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
長
く
た

ば
こ
を
吸
っ
て
い
た
人
で
も
、
禁
煙
を

始
め
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
る

危
険
性
は
減
っ
て
き
ま
す
。

　
飲
み
過
ぎ
に

　
　
　
　
　
注
意
し
よ
う

　
お
酒
は
、
上
手
に
付
き
介
っ
て
飲
み

す
ぎ
な
い
こ
と
が
犬
切
で
す
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
飲
み
、
適
量
に
と
ど
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
適
量
を
超
え
る
と

肝
臓
や
ほ
か
の
臓
器
に
負
担
が
か
か
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。
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生
活
習
價
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け

食
事
の
影
響
は
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
栄
養
素
は
不
足
し
て
も
過
剰
に

な
っ
て
も
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

病
気
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
毎
日
の

食
生
活
で
ど
の
よ
う
な
食
品
を
ど
の
よ

う
に
調
理
し
て
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
に

よ
っ
て
、
人
の
健
康
は
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
栄
養
を
と
る
こ
と
。
病
気
に
な
る
の

も
健
康
に
な
る
の
も
、
日
々
の
食
事
次

４叫。
-14

健
康
度
を
測
定

　
　
　
　
（
負
荷
心
電
図
の
検
査
）

第
な
の
で
す
。

　
食
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
栄
養
素

に
よ
っ
て
６
つ
の
食
品
評
に
分
か
れ
ま

す
。
こ
の
「
６
つ
の
基
礎
食
品
」
の
グ

ル
ー
プ
の
中
か
ら
、
少
な
く
と
も
２
～

３
種
類
以
上
食
べ
て
3
0
品
目
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　
一
日
3
0
品
目
食
べ
て
も
、
毎
日
同
じ

食
品
ば
か
り
3
0
品
目
食
べ
る
の
で
は
、

あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
肉

を
食
べ
た
ら
明
日
は
魚
と
い
う
よ
う
に

同
じ
食
品
群
の
中
で
も
な
る
べ
く
違
う

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
は
継
続
的
な
取
り
組
み
で

平
成
1
1
年
度
蛍
活
習
慣
庖
予
防
ａ
実
践
教
室
か
ら

　
町
で
は
昨
年
度
、
4
0
歳
以
上
の
方
で

血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪

の
高
い
方
を
対
象
と
し
て
、
「
生
活
習

悟
炳
＆
実
践
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
身
長
、
体
重
、
皮
下
脂

肪
厚
な
ど
の
形
態
測
定
や
肺
活
量
な
ど

の
呼
吸
機
能
、
血
圧
、
脈
拍
な
ど
の
循

環
機
能
、
筋
力
、
敏
捷
性
な
ど
の
運
動

機
能
や
生
活
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
健

康
度
を
測
定
し
た
あ
と
、
個
別
に
保
健
、

栄
養
、
運
動
指
導
を
う
け
約
２
ヶ
月
間

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
中
心
に
運
動
の
実

践
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
6
0
成
代
の
男
性
３
犬
、

5
0
能
代
の
女
性
９
犬
、
6
0
成
代
の
女
性

７
犬
の
牡
1
9
犬
。

　
そ
の
結
果
、
体
カ
レ
ペ
ル
の
変
化
で

は
、
全
体
と
し
て
体
力
年
齢
が
向
上
し
、

運
動
の
成
果
が
見
ら
れ
、
肥
満
度
に
つ

い
て
は
、
全
員
の
体
重
加
減
少
し
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
晦
／
身
長
ｍ
の
２
果
、

標
準
値
は
2
0
～
2
4
で
、
3
0
以
上
は
太
り

す
ぎ
）
と
体
脂
肪
率
の
２
つ
の
指
標
で

評
価
す
る
と
、
肥
満
改
善
効
果
が
見
ら

-

　
た
だ
で
さ
え
高
子
不
ル
ギ
ー
、
高
脂

肪
の
食
事
に
な
り
が
ち
な
の
に
、
食
べ

す
ぎ
た
ら
た
ち
ま
ち
子
不
ル
ギ
ー
量
が

オ
ー
バ
ー
し
、
肥
満
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
肥
満
は
、
が
ん
を
は
じ
め
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
生
活
習

慣
病
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
現
代
人

の
健
康
を
損
な
っ
て
い
る
鍛
大
の
原
因

は
、
ま
さ
に
過
剰
で
偏
っ
た
栄
養
素
の

摂
取
に
つ
き
る
と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ

う
。
「
づ
フ
ン
ス
よ
く
、
そ
し
て
食
べ

す
ぎ
な
い
」
、
こ
れ
が
、
健
康
を
維
持

す
る
食
生
活
の
秘
訣
で
す
。

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
血
液
検
査
で
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
値
を
中
心

に
、
改
善
が
見
ら
れ
、
血
圧
で
は
、
高

血
圧
に
含
ま
れ
る
人
が
皆
無
と
な
り
、

大
き
な
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
体
の
調
子
が
よ

く
な
り
、
生
活
が
楽
し
く
な
っ
た
」
な

ど
好
評
で
、
町
保
健
課
で
は
、
「
健
康

づ
く
り
に
は
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
、
教
室
で
で
き
る
こ
と
は
、
健

礁
つ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
。

生
活
習
慣
病
の
改
善
に
は
、
今
後
も
各

自
が
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

健
康
相
談
・
栄
養

運
動
相
談
の
ご
案
内

　
町
で
は
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
生
活
習
慣
病
に

っ
い
て
の
健
康
全
般
と
栄
養
・
運
動

に
関
す
る
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

健
康
相
談

　
日
　
時
　
８
月
９
・
2
3
・
3
0
目

　
　
　
　
　
1
3
待
3
0
分
～
1
6
時

栄
養
・
運
動
相
談

　
日
　
時
　
８
月
2
8
目

　
　
　
　
　
９
待
3
0
分
ム
１
１
時
3
0
分

★
会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
ス
タ
ッ
フ
　
保
健
婦
（
健
康
相
談
）

　
　
・
栄
養
士
（
栄
養
相
談
）
・
運

　
　
動
指
導
員
（
運
動
相
談
）

★
内
　
容
　
血
圧
測
定
・
食
生
活
相

　
　
談
・
運
動
指
導
・
健
康
に
関
す

　
　
る
相
談
全
般

★
申
込
み

　
　
栄
養
・
運
動
相
談
は
、
事
前
に

　
電
話
で
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
�

　
8
2
－
３
５
８
８
）
ま
た
は
、
役
場

　
保
健
諜
（
�
8
1
－
↓
８
３
５
）
　
へ

　
　
健
康
相
談
は
、
電
話
で
保
健
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
。

※
そ
の
他
の
日
程
は
、
ふ
れ
あ
い
カ

　
レ
ン
ダ
ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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口腿回

　□□

勁
剔
加
賀

　
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
7
0
歳
（
二
疋

の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
震
）
に
な
る
と
、

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

を
抗
け
る
の
で
は
な
く
、
本
人
が
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
を
軽
減
し
、
健
康
保

壬生町の老人医療費の推移

80万円35

一
人
当
た
り
の
医
療
費

　
　
０
　
　
　
０
　
　
　
０
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平成　平成　平成　平成　平成

７年度８年度９年度10年度11年度

笏
狗
一
回

り
で
す
。

　
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
主
に
医
療

保
険
の
各
保
険
者
（
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
）
が
7
0
％
、
国
が
2
0
％
、
県
及

平成11年度

　壬生町老人医療費の負担額

　　　　　　　　　　　(見込み額)

　　　　　2億670万
その他

187万1,838円
1億5,558万　5,980円

　　1,901円　　Ｘ

本人

負担

1億5,558万

　　1,899円

　
日
本
で
は
、
だ
れ
も
が
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
加
入
し
、
お
金
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
で

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

町

県
　
老
人
保
健
制
度
は
、
お
年
寄
り
の
疾
病
の
予
防
か
ら
治
療
、
機
能
訓
練
に
至
る

総
合
的
な
保
健
事
業
を
推
進
↓
９
る
と
と
も
に
、
老
人
医
療
費
を
国
民
み
ん
な
で
公

平
に
負
担
↓
９
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
↓
９
．

　
壬
生
町
で
も
老
人
保
健
制
度
に
基
づ
い
て
、
健
康
診
査
、
健
康
相
談
や
各
種
の

健
康
教
室
、
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
指
導
な
ご
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
↓
９
．

　
こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
老
人
医
療
費
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
↓
９
．

び
附
加
そ
れ
ぞ
れ
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
保
険
者
、
国
、
県
、
附
の
負
担
割
合

　
は
、
医
療
費
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。

医療保険の

　　各保険者

19億3,873万

　　7j400円，

医療費総額

30億8,080万

　　6,617円

　　国

6億2,232万

　　7,599円

　
し
か
し
、
急
速
な
年
齢
の
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
は
、
各
医
療
保
険
の
財
政
を
大

変
威
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
老
人
医
療
費
は
急
増
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
る
と
、
さ
ら
に
負
担
が
重
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
医
療
保
険
制
度
そ
の
も

の
の
存
在
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
犬
切
な
医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め

に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心

を
待
っ
て
、
そ
の
有
効
利
用
を
心
が
け

　
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
健
康
診
断
を
積
極

的
に
受
け
て
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
と
め
、
健
康
で
楽
し
く
豊
か
な
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

６

包
諾
鄙
四-

盾
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♂
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￥
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ン
ン
く
く
φ
φ
タ
ー
ｘ
タ
ー
ｘ
～
妙
辞
Ｕ
豺
特
認

背
老
人
医
療
費
制
度
言
＝

険
の
ほ
か
、
国
・
県
・
町
も
医
療
費
を

負
担
す
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
平
成
１
１
１
１
年
度
の
壬
生
町
の
老
人
医
療

費
の
負
担
額
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

療

費

10

５

２
ｉ

昌



受診するときは

　健康保険証と

医療受給者証が必要です

　老人保健による医療を受けるときは、

「健康保険証」・「健康手帳」・「医療受給者

証」が必要で雅。

新
た
に
7
0
歳
に
な
る
方
は

　
7
0
旋
回
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
6
5

歳
）
を
迎
え
る
誕
生
月
の
下
旬
に
、
役

場
福
祉
課
か
ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
通
知
と
印
鑑
・
健
康
保
論
証
を

持
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
役
場
福
祉
課
又

は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
「
健
康
手
帳
」

・
「
医
療
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
誕
生
日
の
翌
月
１
日
か
ら
該
当
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
そ
の
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
6
5
度
か
ら
老
人
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
定
の
障
害
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
障
害
年
金
１
・
２
撒
の
方

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
圭
～
３
撒
及
び

　
　
４
級
の
一
部
の
方

　
　
精
神
保
健
福
祉
手
帳
士
・
２
撒
の

　
　
方

　
　
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
が
Ａ
の
方

　
　
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
老
人
医
療

　
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
翌
月
１
日
か

　
ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

町
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
方
は

　
老
人
医
療
は
、
各
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
新
た
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

-

住
所
や
加
入
保
険
が
変
わ
る
方
は

　
健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳
・
医
療
受

給
者
証
な
ど
を
持
っ
て
、
連
々
か
に
役

場
福
祉
課
又
は
出
張
所
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

健
康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証

を
な
く
し
た
方
は

　
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
健
康
保
険
証

を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課
又
は
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ

万た

………:=ら

　
原
則
と
し
て
、
加
害
者
が
医
療
費
を

支
払
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
な
ど

に
よ
り
老
人
医
療
で
治
療
を
受
け
た
い

と
き
は
、
必
ず
役
場
福
祉
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
第
三
者
行
為
傷
病
届
、
事

故
証
明
書
な
ど
指
定
す
る
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

費
用
の
一
部
が
戻
り
ま
す

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
の
装
具

代
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
灸
に
か
か
っ

た
と
き
な
ど
の
費
用
の
一
部
が
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
医
師
の
診
断
書
又
は
意

見
書
・
領
収
書
、
そ
の
他
証
明
書
等
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
う
え
、
支
給
決
定
さ
れ
ま
す
。

入
院
時
食
事
療
養
費
の

負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

　
入
院
の
際
の
食
事
療
養
費
の
自
己
負

担
額
が
、
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属

す
る
方
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

入院時食事療養費の自己負担額

一　般　加　入　者 １日760円

住民税

非課税

世帯等

90日までの入院 １日650円

90日を超える入院 １日500円

住民税非課税世帯等で

老齢福祉年金をうけて

いる人

１日300円

医
療

費
を

通

知

　
毎
年
７
～
１
１
１
１
月
に
、
医
療
費
の
通
知

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
医
療

で
病
院
な
ど
に
お
い
て
診
療
を
受
け
た

医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

　
　
町
民
生
部
福
祉
課
医
療
保
険
保

　
　
　
　
　
　
　
�
肘
１
１
（
汽
）
り
０
り
乙

７

　
好　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘気．

匡療機関の窓口で支払う一部負担金

医療機関ごとに支払います

　(同じ医療機関でも歯科と他の診療科は別)

　寺外　来　１回につき　　530円

　　　　　　けか月同一医療機関４回まで)

　席入　院　１日につき　1､200円

　　※住民税非課税の世帯に属する方等で老

　　　齢福祉年金を受給している方について

　　　は、１日につき500円に減額されます。

　　　また、住民税非課税の世帯に属する

　　　方等については、１月の負担上限が

　　　35､400円に減額されます。

　　　　該当される方は、役場福祉課に申請

　　　してください。
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学
校
の
教
育
活
動
に
地
域
の

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学

打顎肋回復イ好勁特

支
援
す
る
、
学
校
地
域
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、

６
月
2
3
目
羽
生
田
小
学
校
で
最
初
の

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
も
、
地
域
と
連
携
す
る
た
め

の
活
動
は
各
学
校
ご
と
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
活
動
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
等
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
新
た
に
学
校

教
育
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
を
つ
く
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支

援
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、

幅
広
い
学
習
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
児
童
生
徒
の
Ｔ
心
の
教
育
」
、

「
生
き
る
力
」
を
育
成
し
よ
う
と
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
支
援
内
容
は
、
学
習
活
動
支
援
が

戦
争
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
外
国
文
化

等
の
体
験
談
や
英
会
話
、
絵
画
、
パ

ソ
コ
ン
、
楽
器
演
奏
、
ス
ポ
ー
ツ
等

の
特
殊
技
能
・
専
門
的
知
識
の
教
授
。

環
境
整
備
支
援
は
、
草
刈
り
、
植
本

の
剪
定
、
教
材
・
教
具
の
作
成
等
。

体
験
活
動
支
援
は
、
職
場
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
福
祉
等
の
体
験
の
場
の
提

供
。
ま
た
、
こ
の
他
児
童
生
徒
の
校

外
で
の
活
動
を
町
民
が
見
守
る
安
全

支
援
が
あ
り
、
現
佐
1
1
0
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
羽
生
田
小
で
は
、
こ
の
日
む
ら
づ

く
り
名
人
と
し
て
知
ら
れ
る
合
宿
の

早
乙
女
廣
司
さ
ん
が
、
授
業
終
了
後

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
を
利
用
し
て
、

竹
細
工
教
室
を
開
き
、
４
～
６
年
生

1
7
名
を
対
象
に
約
１
時
間
、
と
ん
ぼ

の
置
物
作
成
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
ご

希
望
の
方
は
、
町
生
涯
学
習
課
（
�

8
1
－
１
８
７
３
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
が
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
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投票所別投票率（小選挙区選挙）

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
６

月
2
5
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
選
挙
区
か
ら
１
人
の
議
員
を
選
ぶ
「
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」

と
全
国
且
選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
各
政
党
の
得
票
数
に
応
じ
て

議
員
を
選
ぶ
「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の
２
つ
の
選
挙
（
２
禁
制
）

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
町
内
1
9
の
投
票
所
で
行
わ

れ
、
引
き
続
き
壬
生
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

投　票　区 投　票　所　名 有権者数(人) 投票率（％）

第１投票区 壬　生　町　役　場1　3,772 69.51

第２投票区 壬生中央公民館 3,708 70.12

第３投票区 旭　町　公　民　館 1,104 ７０．３８

第４投票区 藤井中央公民館1　　935 ６５．３５

第５投票区 生　涯　学　習　　館　　　3,552 63.09

第６投票区 原　坪　公　民　館 ７６６ 75.20

第７投票区 稲葉地区公民館 ９５７ ６７．２９

第８投票区 七ツ石伝統文化伝承施設 528 71.40

第９投票区 羽生田集落センター　　　９０６ 66.45
第↓O投票区 鰹沼伝統文化伝承施設，　　789 66.79

第11投票区 北　小　林　公　民　館 ５４１ ６５．８０

第12投票区 南犬飼地区公民館 ４,０７４ 60/目

第13投票区 上　長　田　公　民　館 ５８３ 64.49

第14投票区 上　田　公　民　館 582 64.60

第15投票区 助谷研修センター ４８２ 61.41

第16投票区 中　泉　公　民　館 ４５９ 60.35
第17投票区 おもちや団地協同組合厚生会館 2,604 ６２．１７

第18投票区

第↓9投票区

狽協医科大学体育館　　1,746

六　　美　　会　　館　　　3,017

55.84

62.21

壬　生　町　開　票　区　　　　1　31,105 64.91

一

小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　
栃
木
県
第
４
区
は
、
開
票
の
結
果
、

佐
藤
　
勉
氏
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
投
票
率
は
、
6
4
・
9
1
％
で
県

平
均
を
３
・
9
0
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り

………ﾉ」ヽ選挙区選出議員得票数（本町分）孚

候補者名 所　属 得票数

佐藤　　勉 自由民主党 １２,７５０

山岡　賢次 自　由　党 3,940

中井　　豊 民　主　党 2,239

飯塚　　正 日本共産党 ８３３

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
本
町
の
政
党
等
別
得
禁
欲
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

比例代表政党等別得票数(本町分)

政党等の名前 得票数

自由民主党 ７,９５９

民　　主　　党 3,872

白　　由　　党 3,269

公　　明　　党 1,623

社会民主党 1,181

日本共産党 1,175

政党自由連合 80

８
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10月1･大日1（日）は

国勢調査の日です

９９泌

　10月１目、全国一斉に国勢調査が行われます。国勢

調査は、↓920年から５年ごとに行われ、2000年の調査

は17回目になります。日本に住んでいるすべての方が

対象となり、今回は全国で約１億2700万人に及ぶと見

込まれています。

　調査は、９月下句から調査員がお宅にお伺いレ世

帯ごとに調査票を配布します。

　調査は全部で22項目です。ご家族全員の氏名、出生

の年月、就業状況等です。旅行などで一時留守にして

いる方、長期滞在している方、生まれたばかりの赤ちゃ

んも含まれます。また、アパートなどに一人で暮らし

ている方、下宿している方は、一人ひとりご記入くだ

さい。

　記入していただいた内容は、他にもらしたり、統計

以外の目的に使用することを法律で固く禁じています。

どうぞ安心して、ご記入ください。

　調査票は、調査員が後EI巣めに伺います。

国勢調査は、法律に基づいて国が行う調査です。

調査の目的は、わが国の人口を正確に把握したり、

2000年未来へつなぐ国勢調査少子･高齢化の状況や世帯の構成､住宅の状況などE］

　　　　　　　　　　　　　　　本の現在の姿を正確に知ることにあります。

９月下旬から調査員がお伺いしま

ノ

問合せ先

す

ｊ ･ ． ｊ ゝ ｊ ゝ ｊ ゝ ｊ ゝ ｊ ･ ． Ｊ ゝ ｊ ゝ ｊ ４ ｊ ゝ ｊ ゝ ｊ Ｓ ｊ ゝ ｊ

経済部商工観光課統計係

昔８１－１８４６

潭囲・昌釦管守昌⑤Ｍ

Ｓ

§

ゝ

§

　調査結果は、これからの行政を考えていく犬切な資

料となり、私たちの暮らしのさまざまな分野で活かさ

れていきます。また、より快適で住みよい[]本、安心

できる未来を築くための道しるべとなるのです。 10月

１日、国勢調査にぜひ皆さんのご理解、ご協力をお

願いいたします。

　最近、河川や道路に生活ゴミ・産業廃棄物等の投棄、車両

の放置等が増えて困っています。景観の悪化、環境汚染にも

つながります。ゴミの投棄は、「絶対にしない、させない」よ

う皆様のご協力をお願いします。

問合せ先　栃木土木事務所管理課　昔２３－３４３５

９

W ゛



学び合い､助け合う

　　　ｻｰｸﾙ活動

]1生町萌読ﾎﾞﾗﾂﾃｨｱｸﾝﾄﾌﾟ

ひばり

図書館で行われる読み聞かせ

　
昭
和
5
8
年
1
0
月
設
立
、
多
く
の
先
輩

方
の
熱
意
と
努
力
に
支
え
ら
れ
、
今
年

1
7
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
昨
年
、
県
の
音
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
を
壬
生
で
開
催
。
こ
れ
を
機
に
、
受

講
生
の
多
く
が
入
会
し
、
現
在
会
員
は

一

1
9
名
（
会
長
市
川
千
恵
子
）
で
す
。

定
期
的
な
活
動
と
し
て
、

①
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
広
報
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
広
報
壬
生
、
お
知
ら
せ
販
の
録
音
テ

　
ー
プ
作
成
と
送
付
。

②
図
書
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
幼
児
、
小
学
生
対
象
の
本
の
読
み
問

　
か
せ
等
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
午
後
２
時
よ
り
4
5
分
間
、
町
図
書
館

　
児
童
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
随
時
、
保
育
園
や
学
校
を
訪

問
し
、
園
児
、
児
童
達
と
の
交
流
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
活
動
の
主
な
内
容
は
、
本
の
読
み

問
か
せ
を
け
じ
め
、
紙
芝
居
、
カ
ッ
プ

シ
ア
タ
ー
、
千
フ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
人

形
劇
な
ど
で
す
。
（
み
ん
な
で
協
力
し

あ
い
、
手
づ
く
り
の
題
材
も
多
く
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
）

　
去
年
の
夏
休
み
は
、
地
域
の
育
成
会

に
も
招
か
れ
、
年
々
活
動
の
場
も
広
ま

り
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

　
会
員
相
互
の
特
性
、
持
ち
昧
を
う
ま

く
発
揮
し
あ
い
よ
り
よ
い
組
織
の
向
上

と
、
朗
読
を
通
し
て
地
域
の
福
祉
活
動

に
少
し
で
も
協
力
で
き
る
よ
う
、
も
っ

と
も
っ
と
研
さ
ん
を
積
ま
な
け
れ
ば
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
。

本
町
が
誇
る
お
も
ち
ゃ
団
地
企
業
の
、

子
供
に
夢
を
届
け
る
協
力
工
場
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
時
の
流
れ

と
共
に
産
業
構
造
も
変
化
し
、
今
で
は

お
も
ち
ゃ
は
も
ち
ろ
ん
、
異
業
種
等
の

お
取
引
も
さ
せ
て
頂
い
て
お
い
ま
す
。

総
員
3
0
名
の
内
男
子
が
３
名
だ
け
で
、

女
性
に
支
え
ら
れ
た
職
場
で
あ
り
ま
す
。

「
明
る
く
元
気
に
」
の
方
針
の
元
、
定

年
は
自
分
で
決
め
る
生
涯
現
役
ラ
イ
ン

が
あ
り
ま
す
。

　
ご
紹
介
す
る
伊
藤
キ
イ
子
さ
ん
は
、

お
も
ち
ゃ
団
地
工
場
勤
務
時
、
社
長
以

下
1
0
名
と
共
に
勤
務
先
の
倒
産
を
体
験

し
か
、
苦
労
と
明
る
さ
と
信
念
を
も
っ

か
代
表
で
す
。
勤
務
は
通
算
2
5
年
に
な

り
ま
す
。
他
の
方
々
が
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
伊
藤
さ
ん
を
支
え
て
い
ま
す
が
、

優
し
く
も
設
立
当
初
か
ら
女
性
参
加
に

自
信
を
持
つ
が
ん
ば
り
や
で
す
。
今
で

は
各
々
取
引
先
の
皆
様
か
ら
絶
対
的
な

信
頼
を
受
け
て
、
品
質
に
、
納
期
に
、

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
ま
す
。

　
女
子
が
多
い
の
で
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
当
社
に
は
あ

ま
り
関
係
が
な
く
、
全
員
の
心
構
え
を

大
切
に
し
、
そ
の
ま
と
め
役
と
し
て
持

ち
前
の
明
る
さ
で
全
体
を
り
Ｉ
ド
し
て

い
き
ま
す
。

　
人
を
信
じ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
何

よ
り
大
切
な
事
で
す
。
そ
れ
を
実
践
し
、

異
業
種
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
「
レ
デ
ィ
ー

ス
５
」
に
挑
戦
し
研
修
を
重
ね
て
女
性

５
名
と
共
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
次
代
を
担
う
子
供
の
夢
実

現
の
た
め
、
そ
し
て
大
人
の
皆
様
の
余

暇
を
利
用
し
な
が
ら
の
夢
の
事
業
実
現

の
た
め
に
も
、
伊
藤
さ
ん
を
支
え
る
社

員
全
員
で
、
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を

持
ち
寄
っ
て
が
ん
ば
っ
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
激

励
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

１０



ど
述
お
ぎ
の

万
士
人

⑤

　
　
　
　
．
・
　
　
一
　
≒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

能
面
の
表
情
は
∵
生
の
課
題

　
　
緑
町
一
丁
目
　
佐
藤
公
司
さ
ん

　
庭
先
の
作
業
場
で
こ
つ
こ
つ
本
の
塊

を
削
り
、
佐
藤
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
の

は
能
楽
で
使
う
能
面
で
す
。

　
若
い
娘
（
小
面
丁
マ
翁
面
、
般
若
面

な
ど
、
↓
つ
に
つ
き
３
～
４
ヶ
月
か
け

て
仕
上
げ
ま
す
。
彫
り
あ
げ
た
能
面
に

は
砥
の
粉
を
ぬ
り
、
白
く
肌
の
色
を
塗
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
顔
の
表
情
を

っ
く
る
陰
を
付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の

作
業
が
一
番
苦
労
す
る
そ
う
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
苦
、
お
も
ち
や
の
金
型

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な

型
に
な
ら
ず
、
本
で
作
っ
て
み
よ
う
と

思
い
立
ち
ま
し
た
。
し
か
し
今
度
は
継

ぎ
足
し
が
で
き
ず
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
幼
少
の
頃
か
ら
お
囃
子
や
太
々

神
楽
等
を
や
っ
た
り
し
て
、
前
々
か
ら

面
に
も
興
味
が
あ
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
、

能
面
を
自
分
で
作
っ
て
み
た
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。
初
め
は
仏
師
に
教
え
を
請

い
、
次
に
面
打
師
に
教
え
を
受
け
ま
し

た
。
顔
の
表
情
を
付
け
る
の
に
、
は
る

ば
る
京
都
ま
で
面
を
見
に
行
っ
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
女
性
の
面
に
清
純
さ
や
媚
る
表
情
、

理
知
的
な
表
情
を
付
け
る
時
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
だ
と
感
じ
る
そ
う
で
す
が
、
い

っ
か
プ
ロ
が
一
目
見
て
「
こ
れ
は
佐
藤

が
作
っ
た
面
だ
」
と
、
う
な
ら
せ
る
よ

う
な
面
を
作
っ
て
み
た
い
と
言
う
こ
と

で
し
た
。

能面の魅力にこりつかれこ

-

｢春の桜と木｣

安塚小６年

　石原悠輔

１

安塚小６年

　大山祐美子

｢木のある風景｣

１１

j之肩C
Ｅ
Ｆ
ｌ
ｒ
－
－
一
　
　
Ξ
ｌ
ｔ
Ｅ
1
5
1
1

文化協会文芸部選

　
　
短
　
　
歌

隣
畑
で
も
手
入
れ
を
し
な
く
な
り
て
よ
り

境
の
卯
木
伸
び
て
花
咲
く

庭
先
に
桂
え
て
育
て
し
胡
瓜
な
り

今
朝
初
成
り
の
一
本
を
株
る

俳
　
句

角
田
　
節
子
　
　
志
士
旧
居
守
る
老
女
と
ひ
き
蛙

夕
暮
れ
て
娃
の
声
に
夏
は
来
ぬ

む
か
し
と
変
ら
ず
蛙
の
こ
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
ノ
リ

ニ
○
○
○
年
マ
ロ
ニ
エ
緑
化
の
ぱ
な
ぱ
な
像

両
手
広
げ
て
街
角
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
幸
子

黒
尾
　
　
壮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

枇
杷
熟
る
る
鳥
居
だ
け
立
つ
宮
跡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

跡
取
り
の
戻
ら
ぬ
家
に
募
の
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

ひ
と
り
来
て
腰
掛
け
や
す
き
石
薄
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ
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壬生町小学校

　陸上競技大会
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町
学
校
体
育
連
盟
（
栗
原
香
明

会
長
）
主
催
の
壬
生
町
小
学
校
陸

古
競
技
大
会
は
６
月
８
日
、
町
総

合
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
８
小
学
校
か
ら

選
抜
さ
れ
た
５
・
６
年
生
が
出
場

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
、
６
年
生

の
上
位
入
賞
者
は
７
月
2
4
日
開
催

の
郡
大
会
に
出
場
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た

一

　
成
　
績

　
５
年
生
男
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
加
藤
　
丁
膏
（
東
小
）
1
5
秒
5
0
2

・
２
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
早
乙
女
　
航
（
壬
小
）
3
4
秒
0
0
7

・
１
０
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
早
乙
女
　
航
（
壬
小
）
３
分
3
6
秒
0
4

・
走
り
幅
跳
び
　
Ｉ
位

　
荒
川
　
紀
仁
（
束
小
）
　
3
5
7
四

・
走
り
高
跳
び
　
上
位

　
織
田
聡
一
郎
元
小
）
　
1
2
0
ｍ

　
５
年
生
女
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
赤
羽
根
信
世
（
羽
小
）
1
6
秒
2
5
5

・
２
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
手
塚
　
智
世
（
稲
小
）
3
4
秒
7
9
8

・
８
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
高
田
　
時
余
（
壬
小
）
３
分
0
0
秒
1
7

・
走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
大
橋
め
ぐ
み
（
壬
小
）
　
万
言

・
走
り
高
跳
び
　
１
位

　
中
川
静
香
子
小
）
　
1
1
0
ｍ

　
６
年
生
男
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
篠
原
拓
也
子
小
）
1
4
秒
5
0
2

・
２
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
篠
原
拓
也
子
小
）
2
9
秒
5
5
3

・
１
０
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
大
竹
　
　
純
（
安
小
）
３
分
3
3
秒
9
6

・
走
り
幅
跳
び
　
１
位

鈴
木
　
啓
之
（
安
小
）

肘8

Cm

・
走
り
高
跳
び
　
１
位

　
和
久
井
　
諒
（
壬
小
）
　
1
3
0
ｍ

　
６
年
生
女
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
井
上
　
早
穂
晏
小
）
且
秒
ｍ

・
２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
茂
木
洋
子
宝
小
）
3
1
秤
6
7
2

・
８
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
粂
川
　
晴
香
（
北
小
）
２
分
5
6
秒
1
9

・
走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
井
上
　
早
穂
晏
小
）
　
4
0
0
ｍ

・
走
り
高
跳
び
　
１
位

茂
木
洋
子
（
壬
小
）
　
1
1
5
ｍ

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
ー
位

睦
小
６
－
↓
チ
ー
ム
（
睦
小
）

さ
わ
や
か
Ａ
チ
ー
ム
（
稲
小
）

６
１
４
チ
ー
ム
　
　
　
（
壬
小
）

男
女
４
種
目
に
4
3
チ
ー
ム
が
参
加

　
　
第
1
7
回
壬
生
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
町
教
育
委
員
会
と
町
体
育
協
会
主
催

の
第
1
7
回
壬
生
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
５
月
2
8
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
男
女
４
種
目
に
4
3
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
の
各
組
の
皆
さ
ん

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
成
　
　
績

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優
　
勝
　
上
野
・
石
川
紅

準
優
勝
　
織
田
・
八
木
爪
紅

３
　
位
　
田
村
・
藤
田
紅

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
　
勝
　
荻
原
・
丸
山
組

準
優
勝
　
平
石
・
田
中
組

３
　
位
　
野
口
・
佐
藤
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優
　
勝
　
庄
田
・
笹
井
組

準
優
勝
　
小
林
・
山
田
組

３
　
位
　
清
水
・
鈴
木
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
　
勝
　
遠
藤
・
中
滞
組

準
優
勝
　
黒
川
・
黒
川
組

３
　
位
　
小
野
円
∵
奈
良
組

１２



栃木県農薬危害随t運動実施中ｊ

　　　　=･=･････　　■㎜　■■㎜　■■㎜■　■㎜■㎜■㎜■■■■■■■■㎜㎜■　　■㎜■■㎜　　㎜■　■■■　　■

＊農薬は、ラペルを良く読んで正しく使いましょう。

＊農薬の散布を行うときは、農薬用マスク、保護メガネ等の防護装備を

１　着用しましょう。

＊農薬使用にあたっては、周辺の住民や家畜、魚、環境等に十分注意し

ｙ　　ましょう。

：＊農薬は安全な場所に鍵をかけて保管しましょう。

　＊農薬の空容器、空袋の処理は、関係法令を守り、廃棄物処理業者に処

　　理を委託するなどにより適切に行いましょう。

？○農薬の販売業・防除業の届出について:

優勝された皆さん

高橋・木野内組
-■-‾-･-･〃--■-　■･-IW■-■-=■-㎜■㎜　㎜　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

農薬の販売や防除業者を始める場合には、農薬取締法により届出が
」　山口・早乙女組 が優勝

義務づけられています。（変更･廃止の場今にも届出が必要です｡）　　　１第17回壬生町テニス大会

問合せ先i=

　　　栃木県農業環境指導センター　ａ０２８－６２６－３０８６

○毒劇物販売業の登録に関すること

　　毒劇物に該当する農薬を販売する場合は、毒物及び劇物取締法によ

　り販売業の登録が義務づけられています。

間合せ先１

県南健康福祉センタ 昔０２ ８５－２２－６１７８

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡

所
得
に
対
す
る
税
金
は
、
分
解
課
税
と

い
っ
て
給
与
所
得
な
ど
他
の
所
得
と
区

分
し
て
計
算
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
売
っ
た
上
地
や
建
物
を
い

っ
か
ら
持
っ
て
い
た
か
に
よ
り
、
長
期

譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
と
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
の
方
法
で
計
算

し
ま
す
。

　
（
た
だ
し
、
確
定
申
告
の
手
続
き
は
、

他
の
所
得
と
一
緒
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
）

　税額の計算方法

午長期譲渡所得の場合

課税譲渡所得
所得税20％

②短期譲渡所得の場合

　次のイと口のどちらか多い額

イ 課税譲渡所得
所得税40％

１３

暮らしに役立つ

土地や建物を

　売ったとき

　第17回壬生町テニス大会が５月28日、

町総合運動場テニスコートで男子ダブ

ルスに21チーム、女子ダブルスに９チー

ムが参加して行われました。

　大会結果は、次のとおりです、

　　＝成　　績

　　‥男子ダブルス

　　　優　勝　高橋・木野内組

　　　準優勝　武子・渋谷組

　　　３　位　佐々木・石塚組

　　ら女子ダブルス

　　　優　勝　山口・早乙女組

　　　準優勝　前田・松江組

　　　３　位　安達・石田組

1104人が自慢の腕を競う

一一
Ｚ　＝-==_ﾐ.●S=●.I.･　●●.I＿I　－１第２回町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

一
一
一
一
一一一
目　　第２回町民グラウンドゴルフ犬合は

一一
≡　５月28日、町総合運動場で↓04名が参加

－
一一
目　して行われました。

一一

≡　　ホ犬レインワンが出るたびに犬歓声

－－

≡があがり、好天のなかみんな楽しくい

い汗を流しました。

績

優勝

率優勝

第３位

第４位

第５位

子
勝

女
優

準優勝

菌３抗

菌４使

節５抗

小見俊夫

[]向野有功

佐々木茂生

北出　義郎

服部俊彦

荒川

大橋

青木

大橋

粂川

ミ工

フミ

ミツ

光子

タケ

～ / ご

-

住民税６％

住民税12％

ロ（A－B）×110％＝所得税（または住民税）

　Ａ＝（その他の課税所得〔注１〕十課税譲渡所得

　　　　－50万円）×税率［注２］

　Ｂ＝その他の課税所得〔注１〕×税率［注２］

　〔注１〕［その他の課税所得］とは、事業所得や給与

所得などの総所得から保険料控除、配偶者控除、配偶

者特別控除、扶養控除、基礎控除などを差し引いた額

です。控除額は所得税と住民税とで異なります。

　〔注２〕税率は、所得税（住民税）の税率です。

長
期
譲
渡
と
短
期
譲
渡

　
上
地
や
建
物
を
売
っ
た
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
そ
の
土
地
や
建
物
の
所
有

期
間
が
５
年
を
超
え
て
い
れ
ば
長
期
譲

渡
に
、
５
年
以
下
な
ら
ば
短
期
譲
渡
に

な
り
ま
す
。

　
（
例
二
平
成
‥
１
１
年
中
に
売
っ
た
場
合
、

そ
の
資
産
の
取
得
が

　
レ
平
成
５
年
1
2
月
3
1
日
以
前
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
・
長
期
譲
渡

　
ツ
平
成
６
年
１
月
１
日
以
降
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
短
期
譲
渡



参ちのわだい

壬
生
中
で
は
石
崎
委
員
が
講
演

「人権の花」を藤井小へ贈る

人として

絶対やヅGよいけないこと

　　　　　　　　　を確認

　中学校で人権講話と映画

　
　
「
花
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
児

童
に
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
」

と
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局
と
栃
木
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
６
月
2
6
日
藤
井
小

学
校
に
「
人
権
の
花
」
を
贈
り
ま
し
た
。

児童代表にマリーゴールドが手渡される

　
人
権
擁
護
委
員
（
中
嶋
文
一
郎
会

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
南
犬
飼
中
学
校

と
壬
生
中
学
校
の
３
年
生
を
対
象
に

人
権
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
南
犬
飼

中
学
校
で
は
渡
辺
光
喜
委
員
が
、
壬

生
中
学
校
で
は
石
崎
典
子
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
、
「
友
達
と
ど
の
よ

う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
」
、
「
い
じ
め

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
ら
よ
い
か
」
、
な
ど
を
講
演
。

そ
の
後
「
い
じ
め
Ｉ
そ
の
実
態
と
克

服
の
道
を
探
る
」
と
題
し
た
映
画
を

鑑
賞
。
人
と
し
て
絶
対
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
中
嶋
文
一
郎
町
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
長
か
ら
、
「
花
を
育
て
な
が
ら
、
人

と
仲
良
く
す
る
心
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
児
童
代
表

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
で
表
彰
さ
れ
る

　
栃
木
県
人
権
挫
畿
委
員
連
合
会
総
会
が
、

６
月
2
3
日
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
本
町
の

大
森
忠
人
権
擁
護
委
員
、
高
橋
弘
行
人
権
擁

護
委
員
が
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か

ら
、
ま
た
、
碓
木
棺
男
人
権
擁
護
委
員
が
栃

木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ヽ-－

仕
事
の
大
変
さ
が
よ
く
分
か
っ
た

　
　
壬
生
申
生
か
施
設
で
校
外
学
習

　
壬
生
中
学
校
（
竹
田
安
男
校
長
）
で

は
、
５
月
2
9
日
町
内
の
保
育
園
や
老
人

ホ
ー
ム
等
で
、
校
外
学
習
（
地
域
交
流

学
習
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
じ
活
動
を
通
じ
て
学
級

内
の
親
睦
を
深
め
、
協
力
し
あ
う
態
度

を
育
て
る
こ
と
、
地
域
施
設
で
の
活
動

を
通
し
て
、
奉
仕
活
動
へ
の
意
欲
を
高

め
る
こ
と
、
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
と

よ
り
よ
い
中
学
校
生
活
へ
の
意
欲
を
待

た
せ
る
こ
と
等
を
ね
ら
い
と
し
て
、
今

年
初
め
て
実
施
、
１
年
生
2
7
0
大
が
参
加

し
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
園
児
た
ち
の
面
倒
を

み
ま
し
た

と
荘
な
ど
７
施
設
に
出
向
き
、
保
育
園

で
は
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

昼
食
や
昼
寝
の
仕
事
の
手
伝
い
を
し
た

り
、
み
な
と
荘
や
し
も
つ
け
荘
で
は
、

除
草
や
昼
食
の
配
膳
を
手
伝
っ
た
り
、

お
年
寄
り
だ
ち
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
の
活
動
に
参
加
し
た
生
徒

か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
保

育
生
の
仕
事
の
岑
就
さ
が
よ
く
分
か
っ

た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ま
た
参
加
し

た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
大
変
好

評
で
し
た
。

１４



沓ちのわだい

車椅子のまま乗車できる

小型福祉タクシーが運行

　
緑
町
の
み
ど
亘
父
通
有
限
会
社
で
は
、

こ
の
ほ
ど
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

の
通
院
や
病
院
か
ら
の
転
送
、
買
い
物

~ /

な
ど
に
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
狭
い
道
で
も

通
行
可
能
な
小
型
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
向

け
、
同
社
が
町
の
補
助
を
受
け
て
導
入

し
た
も
の
で
、
７
月
３
日
か
ら
運
行
を

開
始
、
運
転
に
は
、
消
防
署
の
救
命
救

急
講
習
を
受
け
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３

級
の
資
格
を
取
得
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
社
に
は
、
こ
の
他
に
も
、

車
椅
子
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ヤ
ー
を
搭
載
で

き
る
車
両
や
後
部
座
席
が
9
0
度
回
転
し

て
乗
降
し
や
す
い
車
両
な
ど
も
配
備
さ

れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
も
ち
や
博
物
館
に

　
　
壬
生
郵
便
局
か
ら
感
謝
状

小林壬生郵便局長(左)と渠島館長(右)

　
郵
便
事
業
の
発
展
に
協
力
し
た
団
体

と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
お
も
ち
ゃ
博
物
館

に
壬
生
郵
便
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
毎
年
度
郵
政
事
業
に

貢
献
し
て
き
た
団
体
や
個
人
に
感
謝
状

を
贈
っ
て
お
り
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
は
、

昨
年
度
、
博
物
館
で
実
施
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ペ
ン
ト
で
、
郵
便
局
の
一
日
出

張
所
の
出
展
や
Ｐ
Ｒ
等
に
協
力
し
て
お

り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

｡……=ご､=………身近な外国人と交流

　　食と文化の集い

　　　.･JJ･･L〃-.-Jkﾑ．　心J..2ﾑ

，………
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経済同友会の通常総会の席上

表彰されました

「
壬
生
城
址
と

　
歴
史
的
道
筋
の
整
備
」
が

美
し
い
ま
ち
賞
特
別
奨
励
賞
に

　
本
町
で
実
施
し
て
い
る
「
壬
生
城
址
と
歴

　
史
的
道
筋
の
整
備
（
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り

　
と
壬
生
城
下
街
並
景
観
整
備
）
」
が
、
住
民

　
身
近
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
に
日
本

料
理
や
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
触

れ
合
い
な
が
ら
お
互
い
を
理
解
し
よ
う

と
「
食
と
文
化
の
つ
ど
い
」
が
５
月
2
1

日
、
町
生
涯
学
習
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
国
際
交
流
推
進
協
議
会

ｊ
Ｊ

アトラクションで行われた

　　　　ペルーの楽器演奏

生
活
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
、
こ
の
た
び
栃
木
県
経
済
同
友
会

（
藤
井
清
代
表
幹
事
）
か
ら
表
彰
さ
れ
、

「
平
成
‥
１
１
年
度
　
美
し
い
ま
ち
賞
　
特

別
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
壬
生
城
址
公
園
に
お
け
る

「
二
の
丸
門
」
や
「
土
塀
」
等
の
歴
史

的
シ
ン
ボ
ル
の
復
元
や
「
舟
町
通
り
」
・

「
蘭
学
通
り
」
　
・
　
「
御
用
水
通
り
」
の

整
備
等
が
、
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
と

文
化
を
活
か
し
た
一
体
的
な
整
備
と
地

域
住
民
の
生
活
と
が
調
和
し
、
個
性
豊

か
な
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
も
の

と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
行
政
、
報
道

関
係
者
、
同
友
会
会
員
か
ら
な
る
審
査

等
を
経
て
選
考
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
（
荒
川
誠
一
会
長
）
が
今
年
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
、
町
民
の
ほ
か
町
内
や

近
隣
市
町
に
往
む
外
国
人
等
約
2
5
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
外
国
人
は
、
東
南
ア
ジ
ア

や
中
近
東
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
1
2
ケ
国
の

約
5
0
人
で
、
日
本
そ
ば
や
餅
、
け
ん
ち

ん
汁
、
赤
飯
な
ど
を
試
食
し
た
あ
と
、

日
本
文
化
体
験
で
は
、
餅
つ
き
や
そ
ば

打
ち
、
生
け
花
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ペ
ル
ー

の
楽
器
演
奏
や
中
近
東
の
歌
、
か
ん
ぴ
ょ

う
音
頭
、
円
仁
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

お
互
い
の
国
の
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

１５
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竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
で
は
、
「
花
」
や
「
緑
」
の
文
化
に

興
味
の
あ
る
人
や
、
花
緑
に
開
す
る
新

た
な
技
術
や
知
識
を
習
得
し
、
そ
の
楽

し
み
方
を
深
め
よ
う
と
す
る
方
を
対
象

に
体
験
型
催
事
を
実
施
し
ま
す
が
、
そ

の
な
か
で
ク
ラ
フ
ト
工
房
と
コ
ン
テ
ナ

ガ
九
ア
ン
ス
ク
ー
ル
に
参
加
さ
れ
る
方

の
事
前
申
し
込
み
受
け
付
け
を
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
講
座
と
も
講
師
の
指

導
で
作
っ
て
持
ち
帰
れ
る
体
験
型
の
教

室
で
す
。

●
ク
ラ
フ
ト
エ
房
〈
み
ぶ
会
場
「
ぱ
な

　
ぱ
な
の
街
」
の
屋
内
教
室
〉

　
　
開
催
期
間
中
の
毎
日
、
籐
や
竹
等

　
の
素
材
を
使
っ
て
楽
し
む
工
芸
や
。

　
染
色
な
ど
の
創
作
教
室
。

●
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー
ル
〈
う

　
っ
の
み
や
会
場
「
リ
ビ
ン
グ
ガ
ー
デ

　
ン
」
内
〉

　
　
開
催
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝

　
日
に
行
う
寄
せ
植
え
や
ハ
ン
ギ
ン
グ

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
の
教
室
。

※
実
施
内
容
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
申
込
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
募
集
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
役
場
都
市
計
画

課
（
�
8
1
１
１
８
５
互
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局
　
事
業
部
催
事

課
　
豊
０
２
８
－
６
２
３
－
３
６
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
－
６
２
３
－
２
４
６
８

　
　
　
　
　
　
　
　
呈
月
3
1
日
ま
言

８
月
１
日
か
ら

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
０
２
８
２
－
８
５
－
２
０
１
３

-
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寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
芦

六
美
可
北
部
自
治
会
１
班
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
６
千
９
０
０
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
２
千
１
２
６
円

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
⑩
　
　
５
千
円

壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様
⑨
１
万
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
６
千
３
２
７
円

テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
客
様
③

　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
４
４
０
円

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑩

　
　
　
　
　
３
万
３
千
６
７
８
円

し
や
ぼ
ん
壬
生
店
様
⑩
　
３
千
円

ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
て

び
っ
く
り
農
園
田
植
祭

　
６
月
1
2
日
梅
雨
曇
り
の
な
か
、
全
国

都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
壬
生
会
場
内

に
あ
る
「
び
っ
く
り
農
園
」
の
田
ん
ぼ

〒
７
７
�
）
で
、
壬
生
束
小
の
児
童

３
９
５
人
が
弥
生
時
代
の
衣
装
「
貫
頭

衣
」
（
か
ん
と
う
言
を
着
て
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
会
場
は
約
二
千
年
前
の
弥
生
時
代

に
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

時
代
に
作
ら
れ
て
い
た
赤
木
や
紫
木
な

ど
の
古
代
米
の
苗
を
植
え
、
木
作
り
を

再
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
銅
鐸
（
ど
う
た
く
）
　
の
音
を
合
図
に

伝
授
式
が
始
ま
り
、
弥
生
時
代
の
衣
装

を
着
た
緑
化
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
長
と
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
よ
り
児
童
代

表
に
、
稲
の
苗
や
脱
穀
に
使
わ
れ
た
杵

盲
ね
）
、
種
も
み
の
３
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
児
童
達
は
、
手
に
１
本
ず
つ
苗
を
も

ら
い
、
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
初
め

て
の
体
験
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

　
び
っ
く
り
農
園
田
植
え
祭
り
は
、
緑

化
フ
ェ
ア
壬
生
会
場
の
初
め
て
の
公
式

イ
ペ
ン
ト
で
、
こ
れ
を
機
に
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

．　　／　　　　　ｓ　ｌｉ　　総人口阻917人（　43）男19,650人（　20）女20,267ヤ　23）世帯数13,044世帯（24∩）内は前月比　１６
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